
 

 

 

 

■ 立地企業景気動向調査の結果  

 芳賀町工業団地連絡協議会会員企業 79社を対象に、景況

調査を実施しました。結果を２月２日（水）に開催する栃木

県知事との意見交換会において、当工業団地立地企業の業況

や県に対する要望を説明する際の参考にする予定でしたが、

一昨年、昨年に続き急遽中止になり誠に残念です。 

調査には 37社（回答率 46.8％）から回答をいただきま

した。その集計結果は以下のとおりです。 

◆質問１ 今期状況と来期の見通し 

（１）今期（令和３年 10～12 月）は 

① 前年同期と比較して「不変」は 38％（14社）で前年度比

4.5ポイント増、「好転」は 30％（11社）で前年度比

24.1ポイント増、「悪化」は 32％（12社）で前年度比

28.7ポイント減でした。 

② 今年前期 （7～9月）との比較でも「不変」は 49％（18

社）で前期比 9.7ポイント増、「好転」は 21％（8社）で

前期比 10.5ポイント増、「悪化」は 30％（11社）で前期

比 20.3ポイント減でした。 

（２）来期（令和４年 1～3月）の見通しは 

① 前年同期と比較して「不変」は 54％（20社）で今期比

15.2ポイント増、「好転」は 19％（7社）で今期比 13.3

ポイント増、「悪化」は 27％（10社）で今期比 18.5ポ

イント減でした。 

② 今期（10～12月）との比較では「不変」は 62％（23

社）で今期比 12.2ポイント増、「好転」は 16％（6社）

で今期比 10.6ポイント増、「悪化」は 22％（8社）で今

期比 22.8ポイント減でした。 

このように、今期は前年同期および前期と比べて「好転」

「不変」が増加し、「悪化」が減少しているものの、「不変」の

割合が高いことから、新型コロナウイルス感染症の小康状態

に伴う景気の好転は一部のみで、経済環境は厳しい状況であ

ることが分かりました。 

また、来期も「不変」と見る企業の割合が高くなってお
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り、オミクロン株による急激な感染拡大に伴い、先行きに慎重な見方をしている状況がうかがえ

ます。１月 27日から２月 20 日まで、栃木県にも「まん延防止等重点措置」が適用されること

から、さらに厳しい状況になるのではと危惧されます。 

◆質問２ 設備投資内容は 

（１）今期の設備投資状況は「実施した」が 40.5％（15社）で、前年度比 1.6ポイントの増
でした。内容は複数回答で、 
①付帯設備 30.8％、②車両・運搬具 23.1％、③ＯＡ機器 19.2％が上位でした。 
「実施なし」は 59.5％（22社）でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（２）来期の設備投資計画は「計画あり」が 43.2％（16社）で、前年度比 4.0 ポイントの減
でした。内容は複数回答で、 

①付帯設備 42.9％、②車両・運搬具 21.4％、②その他 10.7％が上位でした。 
「計画なし」は 56.8％（21社）でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設備投資については、「実施なし」の回答が今期 59.5％（22 社）、来期 56.8％（21社）

で、多くの企業が積極的な設備投資を見送っているようです。 

また、設備投資を「実施した」あるいは「計画あり」とする企業においても、その内容は

「付帯設備」「車両・運搬具」「ОＡ機器」などにとどまり、「土地」「建物」などの本格的な

設備投資は控えているようです。 

今後も新型コロナウイルス感染症による経済への影響が懸念されるところです。 

◆質問３ 今期直面している経営上の問題点は 

①  実施した 15社      ※ ％は複数回答 26 の割合（前年度比ポイント） 

 1 土地   1社 3.8  ％ （+ 3.8） 
 2 建物   2社 7.7  ％ （+ 4.1） 
 3 建設機械   1社 3.8  ％ （+ 3.8） 
 4 車両・運搬具 6社 23.1  ％ （+ 1.7） 
 5 付帯設備   8社 30.8  ％ （+ 2.2） 
 6 ОＡ機器   5社 19.2  ％ （+ 4.9） 
 7 福利厚生施設 1社 3.8  ％ （- 6.9） 
 8 その他   2社 7.7 ％ （-13.7） 

② 実施していない。      
   実施なし 22社 59.5  ％  （- 1.6） 

①  計画している 16社   ※ ％は複数回答 28 の割合（前年度比ポイント） 
 1 土地   0社 0  ％ （  0） 
 2 建物   1社 3.6  ％ （- 5.5） 
 3 建設機械   2社 7.1  ％ （- 4.1） 
 4 車両・運搬具 6社 21.4  ％ （+ 0.2） 
 5 付帯設備   12社 42.9  ％ （+15.6） 
 6 ОＡ機器   2社 7.1  ％ （+14.1） 
 7 福利厚生施設 2社 7.1  ％ （+ 4.1） 
 8 その他   3社 10.7  ％ （- 4.5） 

② 計画していない。     

   計画なし   19社 56.8 ％ （+ 4.0） 

順位 経営上の問題点（18 項目から選択） 選択企業数 １位選択数 ２位選択数 ３位選択数 (前年順位) 

１  ⑭ 従業員の確保難 １7 8 6 3 (１) 

２  ③ 製品ニーズの変化対応 １4 8 1 5 (２) 

2 ⑥ 原材料価格の上昇 14 4 7 3 (12) 

4  ⑮ 熟練技術者の確保難 １3 2 7 4 (３) 

２ 



従業員の確保、ものづくり産業の強みとなっている高度の熟練技術者の確保は、数年来の課

題となっております。また、顧客ニーズの変化が早いことから、変化に対応できる製品開発な

どが求められていることも読み取れます。さらに、昨今の原油価格の高騰が引き金となり、原

材料価格の上昇が新たな経営上の問題点となっています。 

◆質問４ 栃木県に対する要望はありませんでしたが、次の懸案事項の記述がありました。 

 

■ 地域連携 事業継続計画（BCP）策定アンケートの結果  

 芳賀町工業団地連絡協議会会員企業 79社を対象にアンケートを実施したところ、40 社（回

答率 50.6％）から回答をいただきました。その結果は下表のとおりです。 

 これをもとに「工業団地として今後実施してほしい」項目の中で希望の多い項目を優先的に、

質問・要望等（7項目）も含めて役員会・正副部会長会議・各部会で検討してまいりますので、

ご協力をお願いいたします。単独企業の BCP だけでは対応できない場合に備え“助け合い”を

キーワードに地域連携 BCP を策定して、防災力・事業継続力を高めましょう！ 

 

・公共交通は、新型コロナウイルス感染症の影響により利用者数が減るとともに、燃料費の高騰によ

り収支が悪化しています。従業員の確保難も引き続いての課題であり、更に 2023 年開通予定の

LRTにより人流・交通の変化及び路線バスへの影響が懸念されます。 

・昨年末までの出社率は 35％前後でしたが、今年から出社率は 60～70％と考えています。この変

化及び LRT 整備工事に伴い、近隣住民の皆様に交通渋滞悪化のご迷惑がかかるのではないかと心

配しています。 

※県知事との意見交換会は中止になりましたが、栃木県工業団地管理連絡協議会で要望書を提出しますの 

で、その際懸案事項も一緒に提出していただきます。 

３ 



 

■ 普通救命講習会の開催 

安全衛生部会が主催する今年度最後の第４回普

通救命講習会を 1月 25日、13（欠 2）名の皆様

に参加いただき管理センターで開催しました。 

受講生は１組５人のグループに分かれて、30

分ずつ順次受講していただきました。 

 実技は訓練用マネキンを使用し、参加者一人ひとりが心肺

蘇生法と AED 使用法について実践さながらに訓練しまし

た。安全確認、119 番通報と協力依頼、反応確認、呼吸確

認、胸骨圧迫の手順（新型コロナウイルスの関係で人工呼吸

は無し）で、心肺蘇生を行ない、AED が届けば直ぐに AED

を使用し、除細動（電気ショック）を音声メッセージの指示

に従って操作する一連の流れを繰り返し練習しました。 

来年度も実施する予定ですので、万一に備え、ぜひ講習会

に参加してください。また、今回も忙しい中、真岡消防署芳

賀分署の皆様にご指導いただき感謝申し上げます。  

 

 

企業数 企業数/回答数 企業数 企業数/回答数 企業数 企業数/回答数 企業数 企業数/回答数

(1)避難場所へ
の誘導など

27 67.5% 8 20.0% 0 0.0% 14 35.0%

(2)帰宅困難者
対応

19 47.5% 11 27.5% 0 0.0% 15 37.5%

(3)廃棄物処理
対応

12 30.0% 14 35.0% 0 0.0% 15 37.5%

(4)燃料の確保 17 42.5% 13 32.5% 0 0.0% 13 32.5%
(5)情報発信・
共有

28 70.0% 9 22.5% 0 0.0% 18 45.0%

6.教育
(1)防災・BCP
に関する従業
員教育

29 72.5% 7 17.5% 0 0.0% 11 27.5%

7.訓練
(1)避難・安否
確認・BCP訓練
の実施

29 72.5% 7 17.5% 1 2.5% 13 32.5%

(1)地域貢献 5 12.5% 21 52.5% 0 0.0% 16 40.0%
(2)地元自治体
との連携

2 5.0% 22 55.0% 0 0.0% 18 45.0%

(3)他地域の企
業との連携、
協定など

3 7.5% 23 57.5% 0 0.0% 18 45.0%

1 2.5% - - 1 2.5%

非常時の本社
機能移動訓練

1 2.5% - - - - - -

有 31 無 ８ 不明

２上記
以外の
対策案

移動手段確保（工業団地～宇都宮市街
地への緊急臨時バス運行）

３　BCP参加意思 　１

8.外部
との連
携

分類 対策案

自社として 工業団地として

過去に実施したことがある 今後実施したい 過去に実施したことがある 今後実施してほしい

5.緊急
時の対
応

※平時
に対応
手順な
どを整
理する

＜芳 工 連 日 誌＞ 

【 １月の実績 】 
1５日 仕事始め 
12日 芳賀町賀詞交歓会 
25日 第４回普通救命講習会 
26日 資源ごみ回収 
28日 芳工連賀詞交歓会（中止） 

【 ２月の予定 】 
12日 知事との意見交換会（中止） 

14日 優良企業視察研修会（中止） 
24日 資源ごみ回収 

３ 

４ 

■ 役員交代のお知らせ：佐藤直哉理事（日本梱包運輸倉庫(株)宇都宮営業所長）の人事異動に伴

い、後任には橋本澄人様が 2 月１日から就任いたします。佐藤様には１年 10 か月にわたり

理事を務めていただきありがとうございました。 


